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第 5 章では， FP の中で最も化学形の複雑な挙動をする jレテニウムについて I06Ru をトレーサとし





その硝酸塩の融体を 3700C において， リン酸ジノレコニノレをイオン交換剤として使用することにより
39K と 41K の同位体濃縮に成功したところを述べている。
第 7 章では，以上の各法の批判を，主として分離化学の立場から論じて，本研究の意義を述べてい
る。









(d) なお上法により， )レテニウムの複雑な化学的挙動を明らかにし， FP の化学に有用な情報を
もたらした。
( e ) 融解塩中のイオン交換剤を開発し，しかもそれを同位体分離法にまで発展させた。
以上のように本論文は，原子力工学に貢献するところ大であるから，博士論文として価値あるもの
と認める。
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